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■支援の背景
　近年の少子高齢化や記録的な豪雪などから、路面の消融雪を行うシステムの需要は高いです
が、代表的なシステムであるロードヒーティングは、近年の電気料金や石油価格の高騰などに
より敬遠される傾向にあります。北海道ポラコン㈱から、自社で開発した設計水位給水装置を基
に、液状の凍結防止剤を用いて冬季の路面積雪を防止する、経済性に優れた消融雪システムを開
発したいとの要望があり、当場では過去に類似したシステムの研究を行った経験があることか
ら、システムの基本設計やフィールド試験などに関する技術支援を行いました。

■支援の要点
１．凍結防止剤の選定
２．経済的なシステムフローの設計
３．冬季実証試験

■支援の成果
１．コストが比較的安価で、電気伝導率を計測することで濃度の判別が可能となる塩化物系液状

凍結防止剤を使用することとしました。
２．路面を流下した凍結防止剤を、濃度調整して再利用することにより、経済的な消融雪が可能

となりました。
３．冬季実証試験により、記録的な暴風雪となった₃月₁～₂日（合計降雪量＝約20cm）の降雪

においても、路面の積雪を防止することが可能であることを確認できました。
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